
 

 

 

２ ０ １ ９ 年 １ １ 月 ２ ７ 日 

株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

 
５Ｇと水中ドローンを活用した漁場遠隔監視の実証実験に成功 

～水産業界における労働者の負担削減に向けた取り組み～ 

 
株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、国立大学法人東京大学大学院情報学環中尾研究室（教授・中尾彰宏／以下、

東京大学）と共に、第５世代移動通信方式（以下、５Ｇ）による大容量・低遅延通信と水中ドローンを活用した漁場遠隔 

監視の実証実験を行い２０１９年１１月２２日（金）に成功いたしました。 

 

水産業界では、情報通信技術（以下、ＩＣＴ）を活用して海中の状態把握を実現し、労働者の負担を削減することが  

期待されております。例えば、遠隔から漁場の状況が常時観測可能になれば、魚の養殖現場で餌やりの作業を行う 

効率的なタイミングを把握することが可能となります。他にも、カキの養殖現場で海中の状態が把握できれば、いかだ

上でカキを確認する方法に比べ、成育状況の把握が効率化されるだけでなく、産卵の把握や幼生の浮遊状況も確認で

きるため、カキの養殖技術の底上げが期待されます。 

 

これらを実現するためには、映像を介して海中を視覚的に把握する手段が有効です。これまでもドコモは、海中の 

状態把握に向けてさまざまなセンサーで収集したデータを活用するＩｏＴ（モノのインターネット）の取り組みを実施してま

いりましたが※１、この取り組みに加えて海中の高画質な映像を生産者の元へリアルタイムに届けるソリューションが 

新たに必要になります。 

 

そこで、映像による海中の状態把握に向けて、ドコモの５Ｇ技術と東京大学の水中ドローンによる遠隔監視システム

を活用した実証実験を行いました。５Ｇは海上通信にて利用します。５Ｇの大容量通信により、水中ドローンが撮影する

高画質な映像をユーザーのアプリケーションへ伝送します。また、５Ｇの低遅延通信により、映像伝送に並行してタイム

ラグのない水中ドローンの操作を実現し、海中の状態把握を行います。さらに、波の影響を受ける海上での安定した 

５Ｇ通信に向けては、２０１８年５月２１日報道発表の「海上で５Ｇ技術を使った４Ｋ映像伝送」の取り組みで実装した  

ビーム追従機能※２を活用しています。 

 

今回、広島県江田島市のカキ養殖場にて、実験用の５Ｇ基地局・移動局※３を用いて、水中ドローンを遅延なく操縦  

しながら高画質な映像を伝送する実証実験に成功いたしました。水中ドローンで撮影する映像伝達に５Ｇを活用する 

取り組みは水産業界初であり、水産業の生産性向上への貢献が期待されます。本実験では、上りリンク※４最大約   

３００Ｍｂｐｓの伝送速度で海中の映像を伝送しつつ、タイムラグのない水中ドローンの操作を達成いたしました。 

 

ドコモは、今後も５Ｇの活用による地方創生への取り組みとして、さらなる水産業の業務効率化をめざし、水上の通信

インフラ開拓に取り組んでまいります。 

 

 

※１ 岩手大学とドコモがＩＣＴを活用した地域創生の推進に関する連携協定を締結 ＜２０１８年７月２５日＞

https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2018/07/25_02.html 

※２ 移動端末の動きに合わせて電波の方向を変えることにより安定した通信を実現する機能 

※３ エリクソン製の５Ｇ実験用基地局とインテル製の５Ｇ実験用移動局を使用 

※４ 移動局から基地局への通信 
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本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

５Ｇイノベーション推進室 

ＴＥＬ：０４６－８４０－３４７０ 



 

 

実証実験の概要 

 

１． 実証実験内容 

映像による海中の状態把握に向けて、５Ｇと水中ドローンを活用した漁場遠隔監視の実証実験を行い   

ました。具体的には、海上に停泊させた小型船舶に５Ｇ移動局を設置し、５Ｇ移動局装置に有線で接続した 

水中ドローンをカキ養殖場の海中へ入れました。水中ドローンのカメラで撮影した海中のＨＤ映像を陸上の 

５Ｇ基地局に向けて無線伝送しつつ、並行してタイムラグのない水中ドローンの操縦信号を５Ｇ基地局から 

５Ｇ移動局に向けて無線伝送しました。船舶は、カキ養殖場の筏設置場所に合わせて基地局から１００ｍ～ 

１５０ｍの範囲に停泊させました。 

 

２． 実験期間 

２０１９年１１月１８日（月）〜２０１９年１１月２２日（金） 

 

３． 実験場所 

広島県江田島市  やながわ水産 

 

４． 使用周波数帯 

２８ＧＨｚ帯 （帯域幅：３６６ＭＨｚ） 

 

５． 実験イメージ 

 

 

図１．実験構成 

 

 

別紙 



 

 

 
 

図２．やながわ水産の陸地に設置した５G基地局と、船舶に搭載した５G移動局 

 

 

 

 

図３．船舶のデッキ上の５G移動局 

 

 

 

 

図４．水中ドローンを操作している様子 

（東京大学・中尾彰宏教授） 

 

 

図５．水中ドローンで撮影したカキの映像 

（アプリケーション画面） 



 

 

 

図６．本実験に関する東京大学の研究開発 

 

 

６． 実験装置仕様 

 実証実験装置・機器の主な仕様 

５Ｇ基地局装置 

・２×２ＭＩＭＯ 

・Ｍａｓｓｉｖｅ ＭＩＭＯ（各偏波６４素子） 

・垂直・水平偏波に対応したアンテナビームを送信 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

５Ｇ移動局装置 

・垂直・水平偏波に対応したアンテナビームを送信 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

 

７． 各者の役割 

企業名 役割 

ドコモ 
・５Ｇ無線伝送装置の提供 

・５Ｇ無線通信環境の構築／オペレーション 

東京大学 

・５Ｇ大容量・超低遅延通信の品質計測 

・遠隔監視システム（通信システム、水上ブイ、水中ドローンまたは水中カメラ、水中

ドローン、その他漁網や魚などを含む）の開発 

・Ｗｉ‐Ｆｉ制御機器（スマートフォンからＷｉ‐Ｆｉ制御する水中ドローンなど）の制御範囲

を５Ｇ通信により透過的に拡張する通信制御方式の研究開発 

 


